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１
月
５
日(

月)

、
午
前
８
時
30
分

か
ら
管
理
棟
７
階
講
堂
で
、
10
名

の
ご
来
賓
を
は
じ
め
約
70
名
ご
出

席
の
も
と
恒
例
の
年
賀
交
歓
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

市
場
協
会
三
木
博
司
理
事
長(

大

阪
北
部
中
央
青
果
㈱
代
表
取
締
役

社
長)

か
ら
、「
本
年
、
再
整
備
に
係

る
継
続
審
議
期
間
の
最
終
年
度
に

突
入
す
る
な
か
、
府
市
場
が
、
消
費

者
の
皆
様
や
出
荷
先
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
選
ば
れ
る
市
場
と
な
り

得
る
よ
う
、
場
内
一
致
団
結
し
諸
問

令
和
８
年 

年
賀
交
歓
会 

題
の
検
討
、
解
決
に
取
り
組
む
」
と

の
挨
拶
が
あ
り
、
次
い
で
吉
村
府
知

事
（
原
田
府
環
境
農
林
水
産
部
長
代

読
）、
は
ぎ
原
け
い
衆
議
院
議
員
、
足

立
康
史
参
議
院
議
員
か
ら
ご
祝
辞

を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

 
三木市場協会理事長 

歳
三
唱
を
も
っ
て
、
盛
会
の
う
ち
に

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

 

川邊常駐代表者会議議長 大西場長 

原田府環境農林水産部長 はぎ原衆議院議員 足立参議院議員 

他
の
皆
様
を
含
む
ご
来
賓
を
ご

紹
介
し
た
後
、
川
邊
浩
一
常
駐
代
表

者
会
議
議
長
（
㈱
う
お
い
ち
常
務
執

行
役
員
北
部
支
社
長
）
の
乾
杯
の
ご

発
声
に
よ
り
祝
宴
を
は
じ
め
、
大
西

の
ぶ
え
場
長
の
ご
発
声
に
よ
る
万

■
ご
来
賓(

順
不
同) 

衆
議
院
議
員
は
ぎ
原
け
い
様
、
参
議

院
議
員
足
立
康
史
様
、
大
阪
府
議
会

議
員
大
野
ち
か
こ
様
、
同
う
ら
べ
走

馬
様
、
同
中
野
剛
様
、
大
阪
府
環
境

農
林
水
産
部
長
原
田
行
司
様
、
同
流

通
対
策
室
長
乾
眞
誠
様
、
同
流
通
対

策
室
市
場
・
検
査
指
導
課
長
田
中
正

樹
様
、
大
阪
府
三
島
府
税
事
務
所
長

古
谷
敏
郎
様
、
茨
木
市
観
光
協
会
会

長
原
田
強
様 
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  前年 令和８年 

数量

(kg) 

数量(kg) 前年比 

野菜 440,300  579,700  131.7% 

果実 136,000  124,400  91.5% 

青果計 576,300  704,100  122.2% 

生鮮 86,100  80,300  93.3% 

冷凍 5,100  6,600  129.4% 

加工 31,200  34,800  111.5% 

水産物計 122,400  121,700  99.4% 

  

食
品
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル 

隠
さ
れ
た
お
せ
ち
食
材
は
何

 

表
示
が
必
要 

⑤
冬
は
ノ
ロ
○
○
○
○
対
策
が
重
要 

⑦
ノ
ロ
に
有
効
な
の
は
○
○
○
系

薬
剤 

⑧
○
○
○
○
だ
ん
ご
に
は
醤
油
ベ
ー

ス
の
甘
辛
タ
レ
が
か
か
っ
て
ま
す 

⑩
○
○
○
○
○
○
○
は
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
期
間
の
目
安 

⑭
金
運
と
勝
負
運
を
願
う
お
せ
ち

料
理
、
栗
○
○
○
○ 

⑮
大
阪
を
代
表
す
る
コ
ナ
モ
ン
で

す
。
ま
ん
ま
る
の
○
○
焼
き 

⑱
豚
肉
の
入
っ
た
味
噌
汁 

⑲
健
康
を
願
う
お
せ
ち
料
理
の
一

種
で
、
○
○
○
○
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

 
今
回
は
新
春
特
別
企
画
！
こ
れ

ま
で
に
紹
介
し
た
食
品
衛
生
・
食
品

表
示
と
、
食
品
関
連
の
用
語
を
使
っ

た
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。 

全
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
（
カ
ナ
）
を

埋
め
る
と
、
お
せ
ち
料
理
の
食
材

Ａ
と
Ｂ
が
出
現
し
ま
す
。
パ
ズ
ル

を
解
い
て
正
体
を
突
き
止
め
ま
し

ょ
う
！
（
正
解
は
次
号
に
て
） 

 

ヨ
コ
の
カ
ギ 

①
当
市
場
内
の
卸
・
仲
卸
業
者
に

は
○
○
○
○
○
営
業
許
可
又
は
届

出
が
欠
か
せ
ま
せ
ん 

④
卵
や
小
麦
な
ど
８
品
目
を
含
む

加
工
食
品
に
は
食
物
○
○
○
ギ
ー
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飲
み
物
に
も
な
り
ま
す 

⑳
○
○
○
寿
司
の
別
名
は
ば
ら
寿
司 

 

タ
テ
の
カ
ギ 

②
○
○
○
は
令
和
５
年
３
月
か
ら
「
特

定
原
材
料
」
に
追
加
さ
れ
ま
し
た 

③
赤
身
魚
に
含
ま
れ
る
ヒ
ス
チ
ジ
ン

が
○
○
○
○
○
に
変
換
さ
れ
、
ア
レ

ル
ギ
ー
様
食
中
毒
を
起
こ
し
ま
す 

⑤
今
年
の
干
支 

⑥
名
前
は
○
○
○
○
ダ
イ
で
す

が
、
ス
ズ
キ
の
仲
間 

⑨
手
を
洗
っ
た
ら
○
○
○
○
○
で

消
毒
し
ま
し
ょ
う 

⑩
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
は
衛
生
管
理
の
認

証
で
は
な
く
○
○
○ 

⑪
魚
が
持
つ
浮
力
の
調
整
器
官
。

中
華
料
理
で
は
高
級
食
材 

⑫
「
新
鮮
な
」「
活
き
が
い
い
」
こ

と
を
富
山
県
で
は
○
○
○
○
と
言

い
ま
す 

⑬
生
鮮
食
品
の
表
示
に
は
名
称
と

○
○
○
○
○
が
必
要 

⑯
冬
を
代
表
す
る
果
物
で
す
。「
コ

タ
ツ
に
○
○
○
」 

⑰
鍋
も
刺
身
も
美
味
し
い
魚
で
、

下
関
で
は
濁
点
を
つ
け
ず
に
○
○

と
呼
ば
れ
ま
す 

 

【
ヒ
ン
ト
】 

Ａ
は
水
産
物
、
Ｂ
は
野
菜
で
す
。 

食
品
衛
生
検
査
業
務
検
討
会
を 

開
催
し
ま
す 

左
記
の
と
お
り
、
市
場
協
会
と

衛
検
の
共
催
で
業
務
検
討
会
を
開

催
し
ま
す
。
衛
検
で
実
施
す
る
検

査
等
の
業
務
説
明
に
加
え
、
知
っ

て
お
き
た
い
食
品
衛
生
ト
ピ
ッ
ク

ス
（
水
産
：
ア
ニ
サ
キ
ス
と
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
の
生
活
環
、
青
果
：
昨
今
の

食
品
衛
生
法
違
反
事
例
等
）
を
紹

介
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

［
水
産
仲
卸
］
２
／
12(

木) 

11

時
～ 

組
合
事
務
所 

［
青
果
仲
卸
］
２
／
17(

火) 

12

時
～ 

組
合
事
務
所 

［
青
果
荷
受
］
２
／
20(

金
） 

13

時
～ 

大
果
会
議
室 

［
水
産
荷
受
］
３
／
12(

木) 

10

時
～ 

う
お
い
ち
会
議
室 

 

市
場
取
扱
高 

《

12
月
・
単
月
》 

《
４
月
～
12
月
・
累
月
》 

《管理センター取りまとめ》 
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ま
ぐ
ろ
初
せ
り 

＆
水
産
新
年
互
礼
会 

１
月
５
日(

月)

、
早
朝
４
時
15

分
か
ら
マ
グ
ロ
の
初
せ
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
４
時
30
分
か
ら
水
産
卸
・

仲
卸
の
新
年
互
礼
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
水
産
組
合
阪
本
副
理
事

長
司
会
進
行
の
も
と
、
大
水
花
木

支
社
長
が
「
経
営
環
境
は
厳
し
い

が
、
力
を
合
わ
せ
て
良
い
１
年
に

し
よ
う
」
と
の
年
始
挨
拶
を
さ
れ
、

大
西
場
長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
後
、
う
お
い
ち
川
邊
支
社
長
の

発
声
に
よ
る
乾
杯
を
行
い
、
新
春

を
よ
ろ
こ
び
あ
い
ま
し
た
。 

青
果
組
合 

再
整
備
意
見
交
換
会 

＆ 

新
年
互
礼
会 

■
再
整
備
意
見
交
換
会 

１
月
17
日(

土)

、
青
果
組
合
が
恒

例
の
新
年
互
礼
会
に
先
立
ち
、
府
、

青
果
卸
２
社
、
管
理
セ
ン

タ
ー

、
水
産
組
合

に
よ
る
標
記
意
見
交
換
会
を
千
里

阪
急
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

西
田
理
事
長
の
開
会
挨
拶
に
次

い
で
、
大
西
場
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
検
討
経
過
と
、
今
後
、
当
面
の
進

行
予
定
等
の
説
明
が
あ
り
、
以
後
、

大
果
堀
ノ
内
社
長
、
北
果
島
崎
専

務
、
管
理
セ
ン
タ
ー
宮
前
専
務
、
そ

し
て
、
水
産
組
合
杉
江
理
事
長
の
順

に
、
施
設
整
備
の
内
容
等
に
関
す
る

報
告
が
行
わ
れ
、
約
２
時
間
に
及
ぶ

熱
い
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

■
新
年
互
礼
会 

熱
い
議
論
の
後
は
、
お
酒
を
酌
み

交
わ
し
な
が
ら
懇
親
が
深
め
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
、
今
回
は
、
水
産
組

合
か
ら
理
事
長
、
副
理
事
を
お
迎
え

し
、
杉
江
理
事
長
が
恒
例
の
カ
ラ
オ

ケ
大
会
で
ト
リ
を
務
め
ら
れ
る
な

ど
明
る
く
和
や
か
な
う
ち
に
２
時

間
の
宴
が
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

恒
例
の
茨
木
神
社
境
内
恵
美
須

神
社
十
日
戎
祭
が
１
月
９
日(

金)

か
ら
３
日
間
、
執
り
行
わ
れ
、
例
年

同
様
、
当
市
場
か
ら
、
供
物
を
奉
納

し
、
恵
美
須
講
ご
一
行
様
を
場
内

に
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

供
物
は
、
大
庄
水
産
㈱
と
青
果

組
合
の
ご
協
力
の
も
と
、
招
福
大

ま
ぐ
ろ
128
㎏
、
白
菜
・
メ
ー
ク
イ

ン
・
玉
ね
ぎ
・
り
ん
ご
・
み
か
ん
各

５
箱
を
奉
納
し
、
１
月
９
日(

金)

午

前
７
時
20
分
か
ら
境
内
で
お
祓
い

を
受
け
、
大
庄
水
産
㈱
山
口
社
長

と
青
果
組
合
西
田
理
事
長
が
玉
串

を
奉
奠
さ
れ
ま
し
た
。 

同
日
10
時
50
分
に
は
ご
一
行
様

を
場
内
に
お
迎
え
し
、
管
理
棟
前
、

青
果
棟
、
近
郷
売
場
、
水
産
棟
の
順

に
、
太
鼓
と
鉦
の
賑
や
か
な
響
き
と

「
商
売
繁
盛
で
笹
持
っ
て
こ
い
！
」

の
威
勢
の
良
い
掛
け
声
と
と
も
に

巡
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

個
別
訪
問
の
希
望
先
で
は
、
福
娘

様
が
福
笹
を
手
渡
し
て
く
だ
さ
り
、

そ
の
場
全
員
に
よ
る
一
本
締
め
で

「
招
福
来
幸
・
商
売
繁
盛
」
が
祈
念
さ

れ
ま
し
た
。 



  

新
年
の
ご
挨
拶 

                        

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
協
会
理
事
長 

三
木
博
司 

諸
問
題
の
検
討
、
解
決
に
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。 

結
び
に
あ
た
り
、
ご
多
忙
の

中
、
私
ど
も
の
年
賀
交
歓
会
に
ご

出
席
を
賜
り
ま
し
た
ご
来
賓
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
市

場
協
会
、
市
場
関
係
者
に
対
し
ま

し
て
、
格
段
の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
令
和
８

年
が
幸
多
く
、
実
り
あ
る
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

市場だより（2） 第 407号 

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
８
年
の
年

頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
、
新
春
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
温

か
い
ご
理
解
、
ご
支
援
に
心
よ
り

深
く
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 昨

年
、
令
和
７
年
は
、
昭
和
１００

年
、
戦
後
８０
年
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
発
災
後
３０
年
、
さ
ら
に
は

福
知
山
線
脱
線
事
故
か
ら
２０
年

と
い
っ
た
節
目
の
一
年
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
一
番
の
出
来

事
と
し
ま
し
て
は
、
や
は
り
、
大

阪
・
関
西
万
博
の
開
催
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
「
い
の
ち
輝
く
未

来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
、
様
々
な
先
端
技
術
を
目
の
当

た
り
に
で
き
う
る
場
と
し
て
、
皆

様
も
、
幾
度
と
な
く
、
会
場
に
足

を
運
ば
れ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ま
さ
に
、
５５
年
振
り
の

夢
舞
台
で
あ
り
、
非
常
に
大
き
な

成
果
を
収
め
ら
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。 

さ
て
、
私
ど
も
場
内
事
業
者
に

と
り
ま
し
て
、
直
面
す
る
最
大
の

懸
案
が
、
市
場
の
建
替
え
、
再
整

備
の
問
題
で
す
。
こ
の
件
に
関
し

ま
し
て
、
１２
月
４
日
に
開
催
さ

れ
た
当
市
場
の
運
営
取
引
業
務

協
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
消
費
者

の
ご
代
表
や
生
産
地
の
ご
代
表

に
、
私
か
ら
「
当
市
場
に
ど
の
よ

う
な
期
待
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
か
」
と
お
尋
ね
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
「
食
料
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
社
会

基
盤
と
し
て
期
待
し
て
い
る
」
、

「
優
れ
た
立
地
条
件
を
活
か
し

て
物
流
拠
点
と
し
て
機
能
す
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
る
」

と
の
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

有
難
く
も
あ
り
、
身
が
引
き
締
ま

る
思
い
を
致
す
お
言
葉
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
是
非
、
ご
期
待
に
添

え
る
よ
う
に
努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

本
年
は
、
再
整
備
に
係
る
継
続

審
議
期
間
の
最
終
年
度
に
突
入

し
ま
す
。
府
市
場
が
、
消
費
者
の

皆
様
や
出
荷
先
の
皆
様
か
ら
信

頼
さ
れ
選
ば
れ
る
市
場
と
な
り

え
ま
す
よ
う
、
場
内
一
致
団
結
し

新
年
の
ご
挨
拶 
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阪
府
知
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新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
８
年
の
新

春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

市
場
関
係
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
府
民
へ

の
生
鮮
食
料
品
の
安
定
供
給
に

多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。 

昨
年
は
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
得
て
、
大
阪
・
関
西
万
博

を
成
功
裏
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

国
内
外
の
２
，
９
０
０
万
人
を

超
え
る
来
場
者
が
「
い
の
ち
輝
く

未
来
社
会
」
を
体
感
し
、
会
場
で

は
連
日
、
多
く
の
皆
様
の
笑
顔
と

感
動
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
万
博
を
き
っ
か
け
に
、

関
連
投
資
や
旅
行
者
に
よ
る
需

要
拡
大
が
大
阪
経
済
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
な
ど
、

様
々
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

今
年
は
、
こ
う
し
た
成
果
を
糧

に
、
万
博
を
機
に
芽
吹
い
た
「
未

来
社
会
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
新
技

術
を
社
会
に
根
付
か
せ
、
大
阪
経

済
を
け
ん
引
す
る
成
長
産
業
の

創
出
と
大
阪
の
更
な
る
成
長
発

展
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。 

さ
て
、
大
阪
府
中
央
卸
売
市
場

は
、
全
国
で
と
れ
る
四
季
折
々
の 

多
様
な
生
鮮
食
料
品
を
、
安
心
・

安
全
な
状
態
で
安
定
的
に
届
け

る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
、

 こ
れ
ま
で
府
民
の
健
康
と
食
を

支
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

長
期
に
渡
る
物
価
高
騰
や
円

安
の
影
響
、
深
刻
化
す
る
人
手
不

足
、
物
流
問
題
な
ど
、
卸
売
市
場

を
取
り
巻
く
状
況
は
依
然
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

な
か
に
お
い
て
、
生
産
者
、
消
費

者
双
方
か
ら
選
ば
れ
る
競
争
力

の
あ
る
市
場
を
め
ざ
し
、
市
場
の

活
性
化
、
機
能
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
そ
の
存
在
意
義
を
広

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。 

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
が
、
食

品
流
通
の
拠
点
と
し
て
、
今
後
も 

府
民
の
皆
様
に
安
全
、
安
心
な
生

鮮
食
料
品
を
安
定
的
に
供
給
す

る
機
能
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ

う
、
卸
、
仲
卸
を
は
じ
め
と
し
た

場
内
事
業
者
の
皆
様
、
指
定
管
理

者
で
あ
る
大
阪
府
中
央
卸
売
市

場
管
理
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
と

力
を
合
わ
せ
て
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

結
び
に
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

が
業
務
に
従
事
し
、
安
心
・
安
全

な
生
鮮
食
料
品
を
府
民
の
台
所
に

安
定
的
に
お
届
け
す
る
公
的
機
能

が
維
持
で
き
ま
す
よ
う
防
災
備
蓄

を
一
層
充
実
さ
せ
ま
す
と
と
も

に
、
全
国
の
市
場
で
初
め
て
と
な

る
マ
ン
ホ
ー
ル
直
結
型
の
防
災
ト

イ
レ
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
新
た
に
災
害
備
蓄
倉
庫
を
整

備
す
る
な
ど
一
層
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、
茨
木
市
道
２
号
線
に
お

け
る
ト
ラ
ッ
ク
の
慢
性
的
な
違
法

駐
車
を
排
除
し
、
市
場
利
用
者
等

の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
茨
木

市
等
と
協
議
の
上
、
ポ
ス
ト
コ
ー

ン
を
設
置
い
た
し
ま
す
。 

市
場
の
公
益
機
能
を
内
外
に

発
信
し
、
市
場
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
の

で
、
市
場
見
学
会
や
大
学
連
携
事

業
等
幅
広
く
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
ほ
か
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の

ニ
ー
ズ
や
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
一
層
の
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た

管
理
運
営
業
務
に
努
め
ま
す
。 

最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
継
続
審

議
中
の
建
替
再
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
青
果
、
水
産
両
部
門
に
お

い
て
諸
課
題
の
解
消
に
向
け
鋭
意

協
議
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
う
し
た
検
討

状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
３
月
中
に

も
仲
卸
組
合
の
皆
様
に
も
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
て
「
卸
４
社
会

議
」
を
開
催
し
、
将
来
世
代
に
誇

れ
る
市
場
の
創
造
に
向
け
て
熟
議

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
年
も
皆
様
の
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
し
ま
す
。 

     

（3）市場だより 令和 8年 2月 12日 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

市
場
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
の
生
鮮
食

料
品
の
安
定
供
給
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
平
素
か
ら
大
阪
府
中
央

卸
売
市
場
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
は
、

国
内
外
か
ら
累
計
２
，
９
０
０
万

人
を
超
え
る
来
場
者
を
迎
え
、
成

功
裏
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
民
間
投

資
の
拡
大
や
革
新
的
技
術
の
社
会

実
装
な
ど
、
万
博
の
成
果
が
今
後

の
大
阪
の
成
長
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

一
方
で
、
長
期
に
渡
る
物
価
高

騰
や
円
安
の
影
響
、
深
刻
化
す
る

人
手
不
足
、
物
流
問
題
な
ど
、
卸

売
市
場
を
取
り
巻
く
状
況
は
依

然
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
な
か
に
お
い
て
も
、

生
鮮
食
料
品
の
流
通
に
お
け
る

基
幹
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
機

能
を
維
持
す
る
た
め
、
市
場
の
機

能
強
化
、
活
性
化
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

当
市
場
に
お
き
ま
し
て
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
っ
た
水
産
施
設
の

低
温
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
、
新
た
に
空
調
機
の
設
置
を
行

う
な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

ま
た
、
市
場
再
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
も
引
き
続
き
、
場

内
事
業
者
の
皆
様
と
議
論
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
本
年
は
、
水
産
資
源

の
保
護
、
漁
業
の
振
興
と
発
展
を

目
的
と
す
る
第
４５
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
「
魚
庭
（
な
に

わ
）
の
海
お
お
さ
か
大
会
」
が
初

め
て
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

同
大
会
が
、
流
通
拠
点
で
あ
る
当

市
場
の
活
性
化
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
、
大
阪
府
中
央
卸
売
市

場
が
そ
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
、
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新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
         

 

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
長 

大
西
の
ぶ
え 

市
場
に
お
い
て
は
原
材
料
コ
ス

ト
の
上
昇
や
天
候
不
順
の
影
響
に

よ
り
不
安
定
な
供
給
と
な
り
、
月
次

の
変
動
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
市
場

関
係
者
の
努
力
に
よ
り
取
扱
数
量
、

取
扱
高
と
も
辛
う
じ
て
前
年
を
キ

ー
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
て
も
相

次
ぐ
物
価
高
等
に
よ
り
先
行
き
の

明
る
い
景
色
は
見
え
ず
、
な
お
厳
し

い
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
60
年
振
り
の
丙
午
に
あ

や
か
っ
て
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
し

て
前
向
き
に
捉
え
、市
場
関
係
者
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
市
場
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

折
し
も
、
令
和
８
年
度
は
第
３

期
市
場
指
定
管
理
者
と
し
て
最
終

年
度
を
迎
え
ま
す
こ
と
か
ら
、
５

年
間
の
総
仕
上
げ
と
し
て
市
場
関

係
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
一
層
効
率
的
、

効
果
的
な
市
場
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
次
期
公
募

に
当
た
り
ま
し
て
万
全
の
態
勢
で

臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

事
業
の
推
進
に
当
た
り
ま
し

て
は
、
想
定
外
の
自
然
災
害
が
各

地
で
発
生
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
管

理
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、

災
害
時
に
お
い
て
も
市
場
関
係
者

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
「
戦
後
80
年
」
「
昭
和

100
年
」
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
っ

て
、
成
功
裏
に
終
え
た
55
年
振
り

の
大
阪
関
西
万
博
の
開
催
、
初
の

女
性
首
相
の
誕
生
、
10
年
振
り
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
ダ
ブ
ル
受
賞
、
米

価
高
騰
、
漢
字
1
位
に
な
っ
た

「
熊
」
に
よ
る
人
身
被
害
の
増
加
、

ネ
ッ
ト
文
化
を
象
徴
す
る
「
エ
ッ

ホ
エ
ッ
ホ
」
等
々
各
分
野
に
お
い

て
次
々
と
大
き
な
変
化
が
起
こ

り
、
感
動
と
戸
惑
い
が
交
錯
す
る

記
憶
に
残
る
年
と
な
り
ま
し
た
。 

将
来
世
代
に
誇
れ
る
建
替
再
整
備
に
向
け
て 

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
管
理
セ
ン
タ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社
長 

橋
爪
康
至 

府
民
の
皆
さ
ま
に
安
全
、
安
心
な

生
鮮
食
料
品
を
安
定
的
に
供
給

で
き
る
よ
う
、
卸
、
仲
卸
を
は
じ

め
と
す
る
場
内
事
業
者
の
皆
さ

ま
及
び
指
定
管
理
者
で
あ
る
大

阪
府
中
央
卸
売
市
場
管
理
セ
ン

タ
ー
株
式
会
社
と
力
を
合
わ
せ

て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご

健
勝
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
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第 407号 市場だより（6） 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

旧
年
中
は
場
内
の
皆
様
方
に

は
当
社
の
業
務
運
営
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
昨
年
は
大
阪
関
西
万
博

の
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が

周
囲
の
心
配
を
よ
そ
に
大
盛
況

で
終
わ
り
ま
し
た
、
ま
た
関
西
ゆ

か
り
の
大
学
出
身
の
北
川 

進

氏
、
坂
口 

志
文
氏
が
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
さ
れ
、
奈
良
県
出
身
の

高
市 

早
苗
氏
が
女
性
初
の
総
理

大
臣
に
選
ば
れ
る
な
ど
関
西
で

は
話
題
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し

た
。 し

か
し
全
世
界
で
は
戦
争
や

紛
争
が
各
地
で
起
き
、
ま
た
長
く

続
く
円
安
の
影
響
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
高
騰
に
よ
る
電
気
料

金
の
高
止
ま
り
、
及
び
輸
入
魚
介

類
の
高
騰
に
よ
る
売
れ
行
き
不

振
、
さ
ら
に
異
常
気
象
に
よ
る
天

然
魚
の
減
少
な
ど
市
場
経
由
率

の
減
少
や
、
人
材
不
足
な
ど
も
あ

り
当
社
を
取
巻
く
状
況
は
依
然

悪
化
し
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
で
市
場
の
再
整
備

に
向
け
た
議
論
が
再
開
し
、
と
り

わ
け
水
産
の
方
で
は
営
業
冷
蔵

庫
を
ど
う
す
る
か
の
議
論
と
な

り
市
場
に
営
業
冷
蔵
庫
は
不
可

避
と
い
う
意
見
が
多
い
中
、
当
社

と
し
て
も
市
場
冷
蔵
庫
存
続
の

為
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
開

設
者
様
、
管
理
セ
ン
タ
ー
様
、
卸
、

仲
卸
各
位
様
の
、
ご
理
解
ご
協
力

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 
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建
替
再
整
備
の
継
続
審
議
を

踏
ま
え
、
ハ
ブ
市
場
化
等
３
本
柱

の
成
長
戦
略
の
実
現
を
目
指
し

つ
つ
使
用
料
を
抑
制
す
る
た
め
、

規
模
縮
小
を
含
め
た
審
議
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
６
月
に
集
約

し
、
府
に
お
い
て
使
用
倍
率
を
再

度
算
定
、
10
月
に
は
業
界
に
提

示
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

そ
の
結
果
に
注
目
し
ま
す
が
、

建
設
費
の
大
半
は
企
業
債(
借

金)

で
賄
う
と
こ
ろ
、
返
済
額
に

大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
債

券
金
利
は
既
に
当
初
想
定
値
の

２
倍
以
上
の
利
上
げ
に
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
に
建
設
材
料
費
、
人

件
費
等
の
高
騰
を
ス
ラ
イ
ド
さ

せ
れ
ば
大
き
な
期
待
は
持
て
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
提
示
さ
れ
る
使
用
倍
率
は

固
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、
使
用
料

は
新
市
場
の
完
成
時
に
府
議
会
の

議
決
を
経
て
最
終
決
定
さ
れ
、
そ
の

間
の
建
設
材
料
費
等
の
上
振
れ
や

国
交
付
金
、
余
剰
地
収
入
の
下
振
れ

リ
ス
ク
は
業
界
負
担
と
さ
れ
、
ま

た
、
使
用
料
の
算
定
根
拠
が
開
示
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
が
困

難
な
状
況
で
の
決
断
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
使
用
料
を
巡
る
議
論
に
お

い
て
、
専
ら
使
用
倍
率
に
焦
点
が
当

て
ら
れ
、
現
行
の
府
市
場
の
仲
卸
売

場
の
使
用
料
が
、
再
整
備
を
終
え
た

他
市
場
の
使
用
料
を
含
め
て
も
全
国

第
３
位
の
高
水
準
に
あ
り
、
買
荷
保

管
積
込
所
の
使
用
料
が
全
国
１
位
に

あ
る
と
い
う
事
情
が
避
け
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
掛
け
算
を
す

れ
ば
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

こ
う
し
た
事
情
を
踏
ま
え
、
再

整
備
を
前
提
に
し
つ
つ
、
使
用
料

云
々
の
問
題
は
保
留
と
し
、
再
整

備
に
係
る
府
と
の
協
定
締
結
ま
で

の
間
、
し
っ
か
り
と
し
た
理
論
武

装
で
も
っ
て
消
費
者
団
体
始
め
府

議
会
各
派
の
理
解
と
協
力
を
い
た

だ
き
、現
制
度
の
一
般
会
計(

税
金)

か
ら
市
場
会
計
へ
の
繰
り
出
し
も

含
め
た
現
実
的
な
着
地
点
を
見
い

出
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。 

そ
れ
で
も
合
意
形
成
が
困
難

に
な
れ
ば
、
計
画
案
を
リ
セ
ッ
ト

し
民
間
収
益
施
設
等
と
の
合
築

方
式
等
新
た
な
整
備
・
運
営
手
法

に
つ
い
て
再
検
討
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
・
・ 

《新年特集》常駐代表者からの新年のご挨拶 

 

大
阪
府
中
央
卸
売
市
場
管
理
セ
ン
タ
ー
㈱ 

交
通
安
全
講
習
会 

１
月
20
日(

火)

、
午
前
11
時
00

分
か
ら
、
30
名
出
席
の
も
と
、
茨

木
警
察
署
交
通
課
交
通
総
務
係
牧

野
秀
一
様
の
ご
講
演
に
よ
る
標
記

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

牧
野
様
は
、
交
通
分
野
に
お
け

る
豊
富
な
ご
経
験
を
有
さ
れ
、
こ

の
日
は
、
府
内
の
事
故
発
生
件
数

や
茨
木
署
管
内
で
生
じ
た
死
亡
事

故
の
態
様
や
原
因
、
そ
こ
か
ら
見

え
る
車
両
運
転
の
心
得
や
行
動
規

範
と
と
も
に
、
令
和
８
年
４
月
１
日

施
行
改
正
道
路
交
通
法
に
お
け
る

自
転
車
に
係
る
新
た
な
反
則
行
為

の
内
容
等
を
丁
寧
に
説
明
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
映
さ

れ
、
一
旦
停
止
線
で
の
停
止
や
夜
間

走
行
時
の
ハ
イ
ビ
ー
ム
と
ロ
ー
ビ

ー
ム
の
使
い
分
け
の
重
要
性
等
に

つ
い
て
、
映
像
を
交
え
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

梅
花
女
子
大
学
食
文
化
学
科 

節
分 

恵 

方 

巻 

２
月
３
日(

火)

、
12
年
目
を
迎
え

る
産
学
連
携
の
取
組
み
と
し
て
、
食

文
化
学
科
１
年
生
が
恵
方
巻
の
レ

シ
ピ
考
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
や
食
材
の
特

性
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
ア
プ
ロ

ー
チ
か
ら
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
の

中
か
ら
、
今
年
は
「
海
老
チ
リ
」
と

「
海
老
タ
ル
」
の
２
種
類
の
味
を

楽
し
め
る
ハ
ー
フ
２
本
セ
ッ
ト
が

商
品
化
さ
れ
、
大
水
直
売
の
８
店

舗
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
大
丸
梅
田
店
、
大
丸
須

磨
店
、
無
印
良
品 

京
都
山
科
店
で

学
生
が
店
頭
に
立
ち
、
商
品
の
魅
力

を
伝
え
る
PR
活
動
を
行
い
、
実
践

的
な
学
び
を
得
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
協
力
・
㈱
大
水
直
売 

梅花女子大学食文化学科１年生考案 

海老チリ＆海老タル恵方巻 



 

  

 
 

 
 

 
 

  

㈱
大
水

執
行
役
員 

北
部
支
社
長 

花
木
章
男 

（5）市場だより 令和 8年 2月 12日 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の

ご
挨
拶
を
申
し
あ
げ
ま
す
と
共

に
旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
厚

情
に
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
地
元
大
阪
で
万
博
が

開
催
さ
れ
、
予
想
以
上
の
盛
況
に

終
え
た
事
等
、
明
る
い
話
題
も
あ

っ
た
一
方
で
、
世
界
各
地
で
の
紛

争
は
終
焉
が
見
え
ず
、
ま
た
、
我

が
国
も
中
国
と
の
確
執
が
再
燃

す
る
等
、
混
迷
の
時
代
が
続
い
て

い
ま
す
。
我
々
水
産
業
界
に
お
い

て
も
、
温
暖
化
、
天
候
不
順
に
よ

る
漁
獲
減
少
、
為
替
の
変
動
、
諸

物
価
の
高
騰
等
に
よ
る
影
響
が

大
き
く
、
大
変
、
厳
し
い
一
年
と

な
り
ま
し
た
。 

た
だ
、
こ
の
様
な
中
で
も
府
市

場
水
産
部
は
大
阪
府
様
の
ご
支

援
に
よ
り
、
温
暖
化
対
策
と
し
て

念
願
の
水
産
売
場
の
低
温
化
設

備
が
設
置
さ
れ
、
今
後
も
、
当
該

設
備
の
年
次
効
果
UP
対
応
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
本
年
は
、
大
阪
府
市
場

再
整
備
検
討
の
佳
境
の
年
に
も

な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
我
々
市
場
を
は

じ
め
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

世
界
規
模
で
の
、
変
化
が
進
む

中
、
我
々
は
、
如
何
に
、
対
応
を

図
っ
て
い
く
の
か
を
念
頭
に
置

き
、
市
場
関
係
者
の
皆
様
と
協
力

し
、
生
鮮
食
料
品
の
安
定
供
給
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

結
び
に
、
本
年
も
皆
様
方
に
は

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
ご

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 
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本
年
も
、
市
場
関
係
者
と
と
も

に
安
全
・
安
心
な
生
鮮
食
料
品
の

安
定
供
給
の
た
め
府
民
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
流
通
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、

よ
り
一
層
努
力
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。 

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
本
年

が
市
場
関
係
者
の
皆
様
方
に
と

り
ま
し
て
、
よ
り
よ
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
  

大
阪
府
青
果
卸
売
協
同
組
合 

理
事
長 

西
田
景
典 

 
 

 
 

 

大
阪
府
水
産
物
卸
協
同
組
合 

理
事
長 

杉
江
茂
樹 

令
和
８
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
日
本
列
島
に
台
風

１２
号
や
大
雨
特
別
警
報
が
発
令

さ
れ
る
よ
う
な
豪
雨
な
ど
自
然

昨
年
は
、
前
理
事
長
・
榎
本
昭

弘
氏
よ
り
職
務
を
引
き
継
ぎ
、
私

自
身
に
と
っ
て
生
活
の
節
目
と

な
る
一
年
で
し
た
。
市
場
で
は
低

温
設
備
の
導
入
な
ど
、
市
場
全
体

の
低
温
化
に
取
り
組
み
、
十
分
と

《新年特集》常駐代表者からの新年のご挨拶 

災
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
ま
し
た
方
々
に
謹
ん
で
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
の
１０
月
に
女
性

初
の
総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た

が
、
高
市
首
相
は
、
１
月
２３
日
に

衆
議
院
を
解
散
し
、
１
月
２７
日
公

示
２
月
８
日
投
開
票
の
日
程
で
総

選
挙
を
行
う
と
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
自
民
党
と
日
本
維
新
の
会
の

連
立
合
意
や
、自
ら
が
掲
げ
る「
責

任
あ
る
積
極
財
政
」
な
ど
の
政
策

に
つ
い
て
国
民
の
審
判
を
仰
ぐ
そ

う
で
す
。
食
品
消
費
税
２
年
間
ゼ

ロ
が
今
後
、
国
民
に
恩
恵
を
与
え

る
こ
と
を
見
極
め
た
い
で
す
。 

本
市
場
は
施
設
の
老
朽
化
に

よ
る
建
直
し
の
話
し
合
い
が
令

和
６
年
度
か
ら
３
年
据
え
置
き

と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
市
場

の
あ
り
方
検
討
会
で
、
協
議
を
継

続
し
て
お
り
ま
す
。
当
組
合
と
し

ま
し
て
は
、
組
合
員
の
意
見
を
取

り
纏
め
つ
つ
、
大
阪
府
に
建
直
し

希
望
案
を
令
和
８
年
度
６
月
頃

に
示
し
、
令
和
９
年
度
に
は
、
最

終
案
を
提
示
し
て
、
少
し
で
も
こ

の
市
場
が
よ
り
良
い
形
で
発
展

し
て
い
き
ま
す
様
に
努
め
て
参

り
ま
す
。 

は
言
え
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
一
定
の
成
果
と
意
義
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
開
設
者
で
あ
る
大
阪
府
、
管
理

セ
ン
タ
ー
、
水
産
仲
卸
組
合
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物

で
あ
り
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

一
方
で
、
市
場
整
備
計
画
に
は

依
然
と
し
て
多
く
の
課
題
が
残

り
、
商
売
・
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
水
産

関
係
で
三
社
が
廃
業
・
倒
産
し
、

業
界
全
体
の
苦
境
を
痛
感
い
た

し
ま
し
た
。
漁
獲
量
の
減
少
や
海

水
温
上
昇
に
よ
る
漁
場
の
変
化

な
ど
に
よ
り
安
定
供
給
が
難
し

く
、
相
場
や
物
量
の
不
安
定
化
も

続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

が
市
場
全
体
の
厳
し
さ
を
生
ん

で
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。 

私
た
ち
を
含
め
業
界
全
体
が
安

定
し
て
商
売
を
継
続
で
き
る
こ
と

こ
そ
、
市
場
の
活
性
化
と
再
整
備

の
最
重
要
事
項
で
す
。
当
市
場
の

水
産
仲
卸
再
整
備
が
前
向
き
に
進

ん
で
い
な
い
現
状
は
理
解
し
て
お

り
ま
す
が
、
開
設
者
に
は
一
定
の

方
向
性
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
水
産
仲
卸

組
合
の
皆
様
の
判
断
と
決
断
が

不
可
欠
で
す
。
厳
し
い
環
境
下
で

は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
他
市
場
や
青
果
関
係

の
皆
様
の
温
か
い
お
声
か
け
に

も
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
本
年
が
市
場
関
係
者

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
良

き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈

念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 



 

や
社
会
保
障
費
の
増
大
等
の
懸

念
事
項
、
市
場
の
警
戒
感
な
ど

が
あ
り
、
国
際
的
な
関
税
リ
ス

ク
と
国
内
の
物
流
高
に
揺
さ
ぶ

ら
れ
な
が
ら
も
、
緩
や
か
な
回

復
傾
向
が
見
え
た
１
年
に
思
え

ま
す
。 

水
産
業
界
に
お
き
ま
し
て
は
、

輸
出
の
拡
大
と
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
、
資
源
管
理
の
強
化
、
海
洋
環

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
旧
年
中
に

賜
り
ま
し
た
格
段
の
ご
支
援
、
ご

協
力
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
年
初
か
ら
ト
ラ
ン
プ

米
大
統
領
就
任
や
韓
国
で
の
李

在
明
政
権
の
発
足
、
我
が
国
で
も

石
破
首
相
の
退
陣
と
高
市
新
首

相
の
誕
生
等
、
内
外
で
指
導
者
が

交
代
し
、
新
た
な
政
策
が
ス
タ
ー

ト
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

海
外
で
の
紛
争
を
見
る
と
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

長
期
化
や
停
戦
合
意
後
の
ガ
ザ

地
域
の
問
題
は
じ
め
混
迷
す
る

中
東
情
勢
、
更
に
は
年
後
半
で
の

日
中
関
係
の
悪
化
等
、
内
外
情
勢

は
益
々
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

経
済
面
に
お
い
て
は
、
ト
ラ
ン

プ
関
税
の
影
響
で
輸
出
の
伸
び

悩
み
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
の
、
Ａ

Ｉ
需
要
の
拡
大
に
よ
る
設
備
投

資
や
、
大
阪
・
関
西
万
博
は
じ
め

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
好
調
さ

に
よ
り
年
間
を
通
し
て
は
堅
調

に
推
移
し
ま
し
た
。 

青
果
物
の
流
通
で
は
、
記
録
的

な
猛
暑
で
も
は
や
￢
異
常
」
と
は

言
え
な
く
な
っ
て
き
た
異
常
気

象
の
影
響
を
受
け
生
産
量
が
減

少
し
た
こ
と
で
、
多
く
の
品
目
で

引
き
続
き
前
年
比
二
～
三
割
値

上
り
す
る
影
響
が
出
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
丙
午

（
ひ
の
え
う
ま
）」
で
、「
情
熱
・

決
断
力
を
象
徴
す
る
」
意
味
合
い

を
持
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 社

員
一
同
、
弊
社
を
取
り
巻
く

厳
し
い
環
境
に
立
ち
向
か
う
強

い
意
志
を
持
っ
て
業
績
向
上
に

邁
進
す
る
一
年
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

年
頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
尚
一
層
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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㈱
う
お
い
ち 

常
務
執
行
役
員 

北
部
支
社
長 

川
邊
浩
一 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
８
年
の
新

春
を
迎
え
謹
ん
で
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１

月
に
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ア
メ
リ
カ

大
統
領
に
再
選
し
「
自
国
第
一
主

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

《新年特集》常駐代表者からの新年のご挨拶 

義
」・「
関
税
」
に
よ
り
世
界
経
済

が
振
り
ま
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

又
世
界
各
地
で
の
紛
争
特
に

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
は
各

国
が
努
力
す
る
中
、
収
束
の
気
配

が
見
え
ま
せ
ん
。
国
内
で
は
、
人

手
不
足
に
よ
る
人
件
費
・
物
流
費

２
０
２
５
年
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る

不
確
実
性
、
国
内
の
内
需
主
導

の
緩
や
か
な
回
復
、
労
働
力
不

足
に
よ
る
企
業
の
生
産
性
低
下

の
上
昇
、
又
円
安
に
よ
る
輸
入
品

の
価
格
上
昇
、
コ
メ
価
格
高
騰
等

に
よ
り
家
計
を
苦
し
め
消
費
者

の
節
約
志
向
が
高
ま
っ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

中
、
高
市
氏
が
日
本
初
の
女
性
首

相
と
な
り
自
公
連
立
解
消
、
日
本

維
新
の
会
と
の
連
立
と
な
り
政

権
基
盤
は
盤
石
で
は
な
い
が
、
内

閣
支
持
率
が
70
％
を
超
え
「
日

本
復
活
」
に
対
す
る
強
い
期
待
の

表
れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
184
日
間
、
来
場

者
２
，
９
０
０
万
人
を
超
え
大
盛

況
で
終
了
、
関
西
の
良
さ
を
世
界

に
発
信
が
出
来
持
続
的
成
長
に

つ
な
が
る
と
確
信
を
し
て
い
ま

す
。 青

果
業
界
に
於
い
て
は
毎
年

続
く
異
常
気
象
、
生
産
者
の
高
齢

化
・
後
継
者
不
足
等
産
地
の
脆
弱

化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
市
場
と

し
て
食
を
守
る
唯
一
無
二
の
存

在
で
あ
る
事
を
自
負
し
時
代
に

あ
っ
た
流
通
を
構
築
し
て
ま
い

り
ま
す
。 

市
場
再
整
備
に
関
し
て
は
「
夢

の
あ
る
市
場
」
と
し
て
、
立
地
条

件
・
広
大
な
面
積
を
活
か
し
関
係

各
団
体
か
ら
支
持
さ
れ
持
続
的

な
市
場
発
展
の
為
に
も
皆
様
方

と
共
に
協
力
し
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
尚
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

境
の
変
化
と
深
刻
な
被
害
、
次

世
代
養
殖
の
普
及
と
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁

業
撲
滅
に
向
け
た
水
産
流
通
適

正
化
法
の
運
用
強
化
が
さ
れ
た

１
年
で
あ
り
ま
し
た
。 

市
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

物
価
高
や
コ
ス
ト
増
に
伴
う
売

上
・
利
益
確
保
が
難
し
い
状
況

等
で
は
あ
り
ま
す
が
、
北
部
市

場
の
皆
様
と
一
丸
と
な
り
、
市

場
の
再
整
備
も
含
め
、
北
部
市

場
を
よ
り
魅
力
あ
る
、
よ
り
良

い
も
の
と
出
来
る
よ
う
尽
力
致

し
ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
様

に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 


